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Cisco IOS 音声ゲー ト ウ ェ イ と  SIP （Session Initiation
Protocol; セ ッ シ ョ ン開始プロ ト コル）

Cisco® IOS® 音声ゲー ト ウェ イは、 PSTN と  SIP との間の ト ラ ン ク  ゲー ト ウ ェ イ機能を提供し

ます。 このゲー ト ウ ェ イ を導入する と、 現在の音声ネ ッ ト ワーキングのニーズを効果的に満たす

と と もに、 将来の新しいアプ リ ケーシ ョ ンを活用できるよ う にな り ます。

音声および IP コ ミ ュニケーシ ョ ン製品とアプリ ケーシ ョ ンから成るシスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュ

ニケーシ ョ ン システムは、 よ り効果的なコ ミ ュニケーシ ョ ンを企業に提供し、 ビジネス  プロセ

スの合理化、 適切な リ ソースの迅速な配置、 生産性の増強を支援します。 シスコ  ユニファ イ ド

コ ミ ュニケーシ ョ ン ポート フォ リオは、シスコ  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンの

なかで重要な役割を果たします。シスコ  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンとは、ネッ

ト ワーク  インフラス ト ラ クチャ、セキュ リ ティ、およびネッ ト ワーク管理用の各製品、 ワイヤレ

ス接続、 ライフサイ クル サービス  アプローチに加えて、 柔軟な導入と管理オプシ ョ ンのアウ ト

ソーシング、エンドユーザとパートナー向けのファイナンス  パッケージ、およびサードパーティ

のコ ミ ュニケーシ ョ ン アプ リ ケーシ ョ ンなども含む、 あらゆる規模の企業向けの統合ソ リ ュー

シ ョ ンです。

Cisco IOS 音声ゲート ウェイでは SIP シグナリ ング プロ ト コルを使用して、 メディアの終端、 お

よび PSTN （Public Switched Telephone Network; 公衆電話交換網） と  IP ネッ ト ワークの間のシグ

ナル変換を行います。 アプリ ケーシ ョ ンには、 PBX （Private Branch eXchange; 構内交換機） 相互

接続、 SIP ト ランキング、 IP セン ト リ ッ クス、 および住宅用音声サービスがあ り ます。 Cisco IOS
音声ゲー ト ウェイは IETF 業界標準に準拠しており、 シスコ とサードパーテ ィの両方のコール

エージェン ト と連携して動作するよ うに設計されています。 Cisco IOS 音声ゲート ウェイは、 企

業の本社および支社、 およびサービス  プロバイダー ネッ ト ワークにおける統合サービスのため

のプラ ッ ト フォームを提供します。 これには、 設定と管理の機能、 強固なフェールオーバーと

フォールバッ ク、 セッシ ョ ン  ボーダー コン ト ローラ、 コール アド ミ ッシ ョ ン制御、 Quality of
Service （QoS; サービス品質） 、 セキュ リ ティ、 会議、 ト ランスコーディングなどが含まれます。

また、 Cisco IOS 音声ゲート ウェイ  ルータは、 H.323 と  MGCP （Media Gateway Control Protocol; メ
ディア ゲート ウェイ  コン ト ロール プロ ト コル） のほか、 プロ ト コル インターワーキングもサ

ポート しています。

Cisco IOS 音声ゲート ウェイは、 幅広いパケッ ト  テレフォニーのための音声インターフェイスを

サポート しています。 シグナリ ングのサポートには、 T1/E1 PRI （Primary Rate Interface; 1 次群速

度インターフェイス） 、 T1 CAS （Channel Associated Signaling; 個別線信号方式） 、 E1-R2、 T1/E1
QSIG プロ ト コル、 T1 FGD （Feature Group D; 機能グループ D）、 BRI （Basic Rate Interface; 基本速

度インターフェイス） 、 FXO （Foreign eXchange Office） 、 E&M、 および FXS （Foreign eXchange
Station） などがあ り ます。 次の Cisco 音声ゲート ウェイ  ルータは、 2 ～ 2,688 の音声チャネルを

サポートするよ う な構成ができます。

• Cisco 1700 シ リーズ モジュラ  アクセス  ルータ

• Cisco 2600 シ リーズ マルチサービス  プラ ッ ト フォーム

• Cisco ISR 2800 シ リーズ サービス統合型ルータ

• Cisco 3700 シ リーズ マルチサービス  アクセス  ルータ

• Cisco ISR 3800 シ リーズ サービス統合型ルータ

• Cisco 5000 シ リーズ ユニバーサル ゲート ウェイ
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主な機能と利点

Cisco IOS 音声ゲート ウェイには、 次のよ うな利点があ り ます。

• SIP IETF 標準に準拠し た、 業界を リー ド するテ ク ノ ロジー ： 業界標準をサポートするこ とで、

相互運用性が最大限に確保され、 投資が保護されます。 SIP によ り、 データ、 音声、 およびビ

デオを 1 つのコールに集約し、統合ダイヤル プランを使用できるよ うにな り ます。 SIP は、 イ

ンターネッ ト  テク ノ ロジーを活用した、 カスタマイズ可能な新しいアプリ ケーシ ョ ンを短時

間で開発できるシグナリ ング プロ ト コルと して、 多くの企業で採用が進められています。

• QoS と コール ア ド ミ ッ シ ョ ン制御： 音声品質の確保に役立つ機能と して、Differentiated Services
Code Point（ DSCP）パケッ ト  マーキング、IP Precedence、LLQ（ Low Latency Queuing; 低遅延キュー

イング） 、 CBWFQ（ Class-Based Weighted Fair Queuing） 、 サービス保証エージェント 、 Response
Time Reporter、 Resource Availability Checks、 Resource Reservation Protocol（ RSVP; リ ソース予約プ

ロト コル） などがあり ます。

• セ ッ シ ョ ン ボーダー コ ン ト ローラ： Cisco IOS 音声ゲート ウェイで利用できる  Cisco Multiservice
IP-to-IP Gateway には、セッショ ン  ボーダー コント ローラ機能のツールキッ ト が用意されていま

す。これには、SIP と  H.323 の間のシグナル インターワーキング、アド レス変換およびポート 変

換によるト ポロジ隠蔽、 課金と  Call Detail Record（ CDR; 呼詳細レコード ） の正規化、 QoS と 帯

域幅管理、 TCL（ Tool Command Language） と  VXML（ Voice Extensible Markup Language） を使っ

たリ ッ チ シグナリ ング、 DTMF（ Dual Tone MultiFrequency） と コーデッ ク変換用のメ ディ ア  イ
ンターワーキング、 ファ イアウォールや DoS（ Denial of Service） 攻撃防御によるセキュリ ティ

などが含まれます。

• 耐障害性 ： プライマ リ  SIP プロキシまたはバッ クツーバッ ク  ユーザ エージェン トに接続でき

なくなった場合は、 接続が回復するまでの間、 フォールバッ ク機能がブランチ オフ ィ ス  ルー

タの PSTN テレフ ォニー イ ン ターフェ イ スをサポー ト し ます。 この機能を  Cisco Unified
Survivable Remote Site Telephony と組み合わせて、呼処理を有効にするこ とができます。 また、

Cisco Unified CallManager が第 3 のサーバにフェールオーバーした場合、Cisco IOS 音声ゲート

ウェイは次に利用可能なサーバを使用します。

• マルチプロ ト コル サポー ト ： Cisco IOS 音声ゲート ウェイ  ルータは、 SIP、 MGCP、 および

H.323 をサポート しています。複数のプロ ト コルをサポートするこ とで、ネッ ト ワーク設計の

柔軟性が最大限に発揮され、 プロ ト コルの移行が容易になり ます。 さ らに、 Cisco Multiservice
IP-to-IP Gateway では必要に応じて SIP と  H.323 の間のプロ ト コル変換を行う こ とができます。

• Cisco Unified CallManager Express の呼処理：Cisco ISR サービス統合型ルータおよびマルチサー

ビス  ルータの Cisco IOS ソフ ト ウェアに組み込まれている  Cisco Unified CallManager Express に
は、 中小規模のオフ ィ スやブランチ オフ ィ ス向けの豊富な呼処理機能が用意されています。

Cisco Unified CallManager Express は、豊富な機能を持つ低コス トで信頼性の高いテレフォニー

ソ リ ューシ ョ ンを 1 つのルータ  プラ ッ ト フォームだけで提供します。

• サービス統合型ルータ プ ラ ッ ト フ ォームを利用し た設計 ：Cisco ISR サービス統合型ルータで

は、 プラ ッ ト フォーム、 インターフェイス  セッ ト 、 機能の幅広い組み合わせが用意されてお

り、 さまざまなネッ ト ワーク設計の要件に対応できます。 1 台のサービス統合型ルータ内で複

数の機能を有効にするこ とによ り、 全体の管理を簡素化してコス ト を削減できます。

• 設定と管理 ： Cisco IOS 音声ゲート ウェイは、 従来と同じ  Cisco Command-Line Interface （CLI;
コマンド ライン インターフェイス） を使って設定できます。 また、 CiscoWorks ファ ミ リ製品

のよ うな管理ツールも用意されています。

図 1 に、 Cisco Unified CallManager Express、 IP セン ト レッ クス、 住宅用音声サービス （Voice over
Broadband）、PBX 相互接続、Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony、エンタープライズ SIP
ト ランクなど、 SIP IOS 音声ゲート ウェイを使用するさまざまなアプリ ケーシ ョ ンを示します。
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図 1 SIP ネ ッ ト ワーク

表 1 に、 Cisco IOS 音声ゲート ウェイの Cisco IOS ソフ ト ウェアで利用できる  IETF 標準の機能の一覧を示します。

表 1. 標準のサポー ト

IETF RFC 機能と利点

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア

リ リース

1889 Real-time Transport Protocol （RTP） は、 リ アルタイム アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。 12.0M

2246 Transport Layer Security （TLS） は、 信号を暗号化します。 12.4(6)T

2327 Session Description Protocol （SDP; セッシ ョ ン記述プロ ト コル） は、 コールをセッ ト アップ

するための情報を伝達する形式を定義します。

12.2(11)T

2617 HTTP 認証：基本アクセス認証およびダイジェス ト  アクセス認証によ り、 ユーザ エージェ

ン ト要求のチャレンジ/レスポンス認証が可能になり ます。

12.4(4)T

2782 DNS サービス （DNS SRV） の場所を指定する  DNS リ ソース  レコード （DNS RR） によ り、

管理者は、 1 つのド メ インに対して複数のサーバを使用するこ と、 サービスをホス ト間で

移動するこ と、および一部のホス ト をサービスのプライマ リ  サーバと して指定して残り を

バッ クアップと して指定するこ とができます。

12.2(8)T
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2806 通話呼の URL （tel:URL） は、 電話網を使って接続できる端末を記述します。 この記述に

は、 端末の加入者 （電話） 番号と、 その端末に接続するために必要なパラ メータが含まれ

ます。

12.4M*

2833 DTMF ディジッ ト 、 テレフォニー トーン、 およびテレフォニー シグナルの RTP ペイロー

ドは、 Dual Tone MultiFrequency （DTMF） シグナリ ングや他のトーン  シグナル、 およびテ

レフォニー イベン ト を  RTP パケッ トで伝達する方法を記述します。

12.2(8)T

2976 SIP INFO メ ソ ッ ドは、 オプシ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ン  レベルの情報をセッシ ョ ン シグナ

リ ング パスを通じて伝達するために使われます。

12.4M

3261 SIP は、 セッシ ョ ンを作成、 変更、 および終了するための （RFC 2543 から発展した） 標準

アプリ ケーシ ョ ン層制御 （シグナリ ング） プロ ト コルです。

12.3(8)T**

3262 Provisional Response Acknowledgement （PRACK） メ ソ ッ ドは、 要求処理の進捗に関して信

頼性のある暫定応答メ ッセージを提供します。

12.4M

3263 SIP サーバを見つけるために、SIP は DNS のプロシージャを使用して、ク ラ イアン トが SIP
の Uniform Resource Identifier （URI; ユニフォーム リ ソース識別子） を接続先への次のホッ

プの IP アドレス、 ポート、 および転送プロ ト コルに解決できるよ うにします。 また、 DNS
を使って、 サーバがバッ クアップ ク ラ イアン トに応答を送信できるよ うにします。

12.4M***

3264 オファー /アンサー モデルは、2 つのエンティティが Session Description Protocol （SDP; セッ

シ ョ ン記述プロ ト コル） を利用して、両者の間のマルチメディア セッシ ョ ンについて共通

のビューを得る方法を定義します。 このモデルでは、 一方の当事者が自分たちの観点から

望ましいセッシ ョ ンの記述を相手にオファーし、 相手の当事者が自分たちの観点から望ま

しいセッシ ョ ンでアンサーします。

12.4M

3265 SIP-Specific Event Notification を使用する と、 ネッ ト ワーク内のエンティティ （または代理

のエンティティ） は、 ネッ ト ワーク内の各種リ ソースやコールのリ ソース状態またはコー

ル状態にサブスク ライブして、それらの状態が変化したと きに通知を送るこ とができます。

12.4(2)T

3311 UPDATE メ ソ ッ ドによ り、 ク ラ イアン トはセッシ ョ ンのパラ メータ （メディア ス ト リーム

とそのコーデッ クのセッ ト など） を更新できますが、 ダイアログの状態は影響を受けませ

ん。これは通常、最初の INVITE 要求に対する最終応答が生成される前に、最新のセッシ ョ

ン情報を伝えるために使われます。

12.4M

3515 REFER メ ソ ッ ドによ り、 REFER を送信したエンティテ ィは、 参照された要求の結果の通

知を受け取るこ とができます。 これを使って、 コール転送を含む多くのアプリ ケーシ ョ ン

を有効にするこ とができます。

12.4M

3326 Reason ヘッダー フ ィールドは、 SIP 要求が発行された理由に関する情報を提供する手段で

す。

12.4M

3665 SIP 基本コール フローの例が定義されています。 12.3(8)T

3666 PSTN インターワーキングのベス トプラ クティ ス  コール フローの定義です。 12.3(8)T

3725 1 つのエンティティが他の複数のパーティ間の通信関係をセッ ト アップおよび管理するた

めの Third Party Call Control （3pcc; サードパーティ  コール制御） のベス トプラ クティ スが

定義されています。

12.3(8)T

3842 メ ッセージ サマ リ と メ ッセージ待機表示イベン ト  パッケージは、 メ ッセージ待機状態と

メ ッセージ サマ リ を メ ッセージング システムから関連ユーザ エージェン ト に伝達する

SIP イベン ト  パッケージについて記述します。

12.4(4)T****

IETF RFC 機能と利点

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア

リ リース
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* Tel:URL のみのサポートです。 Fax:URL と  modem:URL はサポート されません。

** TLS のサポートは 12.4(6)T で導入されました。

*** DNS の A レコード と  SRV レコードがサポート されます。 NAPTR レコードはサポート されません。

**** Message-summary がサポート されます。 Msg-account、 msg-summary-line、 Account-URI、および opt-msg-headers はサポート さ

れません。

***** Replace 付きの Invite の実装は転送 （Transfer） に制限されます。

****** コール転送 （Transfer） でサポート されます。 429 応答はサポート されません。

3891 「Replaces」 ヘッダーは、 既存の SIP ダイアログを新しい SIP ダイアログで論理的に置き換

えるために使われます。 Replaces ヘッダーの 1 つの使用法は、 会話の 1 人の参加者を別の

参加者に入れ替えるこ とです。

12.4(4)T*****

3892 Referred-By メ カニズムでは、 参照側が被参照側を中継者と して使い、 REFER 要求に関す

る情報を参照対象に提供するこ とができます。 この情報には、 参照側の身元と、 参照側が

参照した URI が含まれます。 コール転送は、 このメカニズムの 1 つの使用例です。

12.4(4)T******

Draf t - l evy -s ip -
diversion-06.txt

Diversion Indication は、 着信側の SIP ユーザ エージェン トがコールの転送元と コールの転

送理由を確認する手段です。

12.4(4)T

d r a f t - i e t f - s i p -
resource-priority-
03

Communications Resource Priority ヘッダーは、電話ゲート ウェイや IP 電話、SIP プロキシな

どの SIP ユーザ エージェン トの リ ソース優先度を伝達および受諾するために使われます。

12.4(4)T

IETF RFC 機能と利点

Cisco IOS ソ フ ト ウ ェ ア

リ リース
All contents are Copyright © 1992-
シス コ  ユニフ ァ イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンのサービスおよびサポー ト

シスコ とパートナーは、シスコのライフサイクル サービスの考え方を活用して、シスコ  ユニファ

イ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン システムをサポートするための幅広いエンドツーエンド  サービスを提

供しています。 これらのサービスは、 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン  ソ リ ューシ ョ ンの構築、運用、およ

び最適化に効果のある手法を基にしています。 たとえば、 早期段階に計画サービスおよび設計

サービスを活用する と、 厳しいスケジュール要件を満たすこ とができ、 導入作業中のネッ ト ワー

クの停止を最小限に抑えます。 運用サービスを使用する と、 専門家の技術サポートによって通信

の中断リ スクを軽減できます。 最適化サービスを使用する と、 ソ リ ューシ ョ ンのパフォーマンス

が向上し、 運用効率が高ま り ます。 シスコ とそのパー トナーは、 耐障害性の高い統合型ネッ ト

ワークの構築および維持に役立つシステムレベルのサービスおよびサポート を提供し、企業ニー

ズに対応しています。
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